
  

 

 

 

 

 

このたびは、弊社の PRIMERGY TX200FT S2 をお買い求めいただきまして、誠にありがとうござい

ます。本サーバをご使用になる上で以下の留意事項がございますので、本書をよくお読みの上ご

使用願います。  

平成 17 年 6 月 

富士通株式会社 

添付ドキュメントの訂正事項について 
本サーバに添付の『はじめにお読み下さい』(B7FH-2981-01)と『PRIMERGY TX200FT S2 ユーザー

ズガイド』(B7FH-3031-01)に訂正事項がございますので、下記のとおり訂正させていただきます。な

お、『PRIMERGY TX200FT S2 ユーザーズガイド』は PRIMERGY ドキュメント＆ツール CD に格納さ

れています。 
 

「はじめにお読みください」に、以下を追加いたします。 

 
■CoServer1 を開封する 

 手順 4に以下の説明を追加します。 

CoServer1 にログオンしたあとに表示される「Endurance License Number」の入力ダイアログ

は、搭載されたオプション機器の構成などにより表示されるタイミングが異なる場合がありま

す。 

 

■10 運用前の設定を行う 

 以下の説明を追加します。 

本製品には、「RAS 支援サービス」がプレインストールされております。 

OS 開封後は、RAS 支援サービスの「電池(RAID Card#01)」の「搭載日」は「2005/05/17」とな

っています。本サーバの運用を開始する前に、必ず開封した日時に変更してください。 

また、UPS を本サーバに搭載した場合は、UPS を購入した日を「UPS(バッテリ)」の「搭載日」

に入力してください。 

RAS 支援サービスの項目設定については、『ユーザーズガイド 4.2 RAS 支援サービス』を参照

してください。なお、RAS 支援サービスの設定は、CoServer1、CoServer2 の両方に対して行っ

てください。 

 

RAS 支援サービスの部品寿命情報・参照・設定画面 

 
 

 

PRIMERGY TX200FT S2 ご使用の際の留意事項について 
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「PRIMERGY TX200FT S2ユーザーズガイド」に、以下を追加いたします。 
 

■BrightStor ARCserve Backupのバージョンについて 

「Release 11」を「r11.1」に読み替えてください。 

 

■ 2.8.1 FTシステム起動、停止時の留意事項 

以下の説明を追加します。 

FT システム起動時の同期処理において、一時的な高負荷、リソース不足などの発生により、

まれに制御モジュールが時間内に動作を開始できない場合があります。この場合、一方の

CoServer を自動的に再起動して、再度同期処理が行われます。 

OS のイベントログに以下のパターンのどちらかが記録されている場合は、同期処理が正常に

行われているため、問題ありません。 

なお、本現象が発生した場合は、FT システムの起動が 5 分程度遅れます。スケジュール運転

を行う場合は、本件を考慮して起動時間を設定してください。 

[パターン１] 

・再起動したCoServerのOSイベントログ 

次の順番でイベントが記録 

No1、2 が記録→CoServer の再起動が記録→No3 が記録（表内の*には、1または 2が表示） 
No. ソース ID 説明 
1 MtcKrnl 10 CoServer*.MtcScp status: The boot process has failed for Virtual 

Server*. 
2 MtcKrnl   157 CoServer*.MtcScp status: A communications error occurred 

during the boot process on Virtual Server*. 
3 MtcKrnl 125 CoServer*.MtcScp status: Virtual Server*  

synchronization completed successfully.  

・再起動していないCoServerのOSイベントログ 

同時刻に以下のイベントが記録 
No. ソース ID 説明 
1 MtcKrnl 134 CoServer*.MtcScp status: A CoServer communications failure occurred 

during FTvirtual Server boot. 

[パターン２] 

・再起動したCoServerのOSイベントログ 

次の順番でイベントが記録 

No1、2 が記録→CoServer の再起動が記録→No3 が記録（表内の*には、1または 2が表示） 
No. ソース ID 説明 
1 MtcKrnl 6 CoServer*.MtcScsiP status: The Provider failed to complete 

initialization with the remote CoServer during join. 
2 MtcKrnl   32 CoServer*.MtcScp status: The join process has failed for CoServer*. 
3 MtcKrnl 125 CoServer*.MtcScp status: Virtual Server*  

synchronization completed successfully.  

・再起動していないCoServerのOSイベントログ 

同時刻に以下のイベントが記録 
No. ソース ID 説明 
1 MtcKrnl 32 CoServer*.MtcScp status: The join process has failed for CoServer*. 

 

 
本製品に関する 新の情報は、富士通パソコン情報サイトFMWORLD.NETのPRIMERGY向けホームペ

ージ（http://www.fmworld.net/biz/primergy/）にて公開しております。 

対処方法について、更新がある場合は都度公開しております。ご参照いただけますようお願いし

ます。 
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